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夏休み中にも、平和について考える機会は多くありますが、２学期にも各学年にお

いて、国語科や社会科、道徳等において、子どもたちが自ら考え、語り合う機会を大

切にしていきたいと考えています。今回は、本校に隣接するプレミアム Day 

RinRin さんのご協力をいただき、通所されている方々が「語り部」となって、５，６年

生児童に当時の経験を語ってくださいました。「野登小学校の前に半鐘があって、

B29 による空襲がきたらそれが鳴った。」「子どもたちはあまりに怖くて、みんな泣いていた。」「食べ物がないから、学校の

運動場でサツマイモを作って食べた。イモのツルも食べた。」など、皆さん経験を思い出し、涙して語ってくださいました。そ

して、「今は平和で食べ物もあるから、みんなはしっかり勉強してな。」「争いごとがあっても話し合いで解決せなあかん。」と

お話していただきました。戦争を経験された方の話を実際に聞く機会はどんどん減っています。子どもたちは、皆さんのお

話を聞きながら平和の大切さについて考えることができました。貴重な機会をいただきましたプレミアム Day RinRin の

皆様、ありがとうございました。保護者の皆様、地域の皆様も、直接経験されていなくても、これまでにお話を聞かれたこと

について、ぜひ、子どもたちに少しでも語り継いでいただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日の２年生に引き続き、３年生児童も小林ファーム豚肉工房とんとんを見学させてい

ただきました。３年生の社会科の学習の中に「工場ではたらく人びとの仕事」があり、加工

場での仕事の様子を見せていただきました。子どもたちは、いろいろな道具を使って豚肉

を部位ごとに、素早く切り分ける仕事の早さに驚いていました。そして、小林ファームの車

は冷蔵庫の働きがあることから、美味しいお肉の秘密には、温度管理の大切さがあること

を教えていただきました。普段の授業だけでは学ぶことのできない「本

物に触れる学び」をさせていただきました。きっと試食させていただい

たしゃぶしゃぶの味を子どもたちは忘れることはないと思います。貴重

な機会をいただき、ありがとうございました。 

 

亀山市立野登小学校 

学校教育目標     地域とともに 仲間とともに 生き生きと活動する子の育成 

RinRin での平和学習（５，６年生） 
 

【子どもたちの感想】 

・涙を流して話してくれました。思い出すのも悲しい、怖いことだと思いました。 

・今日話してもらったことを、戦争が起きないように次に次へとつないでいきたいと思う。この経験を忘れてはいけな 

いと思った 

・どんなことも話し合いで解決していこうと思いました。 

・ご飯を食べれて、きれいな服を着ることができて、帰る家があることがどれほどうれしい 

ことかが分かりました。戦争は本などで見るよりももっと悲惨で心が痛くなりました。 

社会科小林ファーム豚肉工房とんとん見学（３年生） 

 



 

 

 9 月１５日（火）３，４年生が鈴鹿高校にネコギギ見学に行

きました。７月８日（水）に予定していた現地ワークショップが

雨による河川増水のため９月９日（水）に延期になりました

が、その日も雨、また延期となった９月１１日（金）も降り続く

雨の影響で、今年度も現地ワークショップは行うことができませんでした。子どもたちの多く

は、実際にネコギギを見た経験がなく、本物に触れる学びを大切にしたいと、鈴鹿高校自然

科学部のご協力をいただき、ネコギギを見学させていただきました。鈴鹿高校自然科学部は、ネコギギの保護と繁殖（生息

域外保全）に長年取り組まれ、亀山市とも飼育協定を締結しています。始めに西飯先生からネコギギについての話を聞き、

自然科学部の活動の様子を教えていただきました。安楽川に生息する魚の写真がスクリーンに映し出され、西飯先生から

「この魚の名前は？」と尋ねられると、子どもたちから「アカザ」など即座に答える子どもたちに、「すごいな。さすが野登の子

どもやな」と楽しいやりとりが行われました。その後、自然科学部で飼育しているネコギギを見せていただきました。水槽に

分かれたネコギギを観察しながら、西飯先生の説明を聞きました。ネコギギは夜行性のため、植木鉢の下でじっとしている

のですが、懐中電灯をあてると素早く動き回る様子を熱心に観察しました。最近の大雨のニュースを見て「川の濁流で流さ

れることもあるのではないか」と心配していましたが、鈴鹿高校では災害シーズンの絶滅回避のため、成魚を捕獲し一時飼

育・繁殖後、捕獲した所に放流し、ネコギギを守ってくれていることを知りました。実際、間近でネコギギを見ることでさらに

関心を高め、「ネコギギを守るために、自分たちに何ができるか」をこれからも考えていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜かしのひオンラインを行いました～2 回目～＞ 

９月１８日（金）今年度 2 回目のオンライン交流会を行いました。１１月２５日（水） 

本校で行われる交流会の活動内容が、それぞれのグループで決まり、準備物やル

ールについて、さらに具体的に話し合いました。次回は 10 月に本校児童が司会と

なって話し合いを進めていく予定です。 

 

 

 3 年生国語科の教材に「ちいちゃんのかげおくり」があります。第 2 次世界大戦中、空

襲によって家族とはぐれ命をおとした「ちいちゃん」を主人公に、戦争の恐ろしさと平和の

尊さを描いた教材です。先日、5，6 年生が平和学習を行うことができましたが、戦争体

験のお話を直接聞く機会は大変難しくなっています。今回、

3 年生は亀山市歴史博物館の方々のご協力をいただき、戦争中の暮らしや教科書に出

てくる知らない言葉について、その頃の亀山についてをくわしく教えていただきました。実

際に所蔵されている防空頭巾や日の丸の寄せ書き、焼夷弾なども見せていただきました。

この経験をもとに、登場人物の気持ちや情景について、場面の移り変わりと結びつけて具

体的に想像できるようにし、子どもたちの学びをより深いものにしていきたいと思います。 

鈴鹿高校にネコギギ見学に行きました。（３，４年生） 
 

亀山市歴史博物館出前授業～そのころの亀山は？～（３年生） 

 


